
■2025年度の主な成果
➢ステークホルダとの議論や海外動向調査を通じ、混雑緩和の実現方法に係る論点を整理

➢ （例）一般送配電事業者（C&Mシステム）から蓄電池事業者への充電指示による混雑緩和方法の基本的方針

➢ （例）蓄電池事業者による混雑予測および混雑緩和への対価の必要性や実現可能性
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■事業の目的・目標
➢系統用蓄電池の充電制御ロジックの構築およびエネルギーマネジメントシステム（蓄電池EMS）の開発と、
コネクト＆マネージシステム（C&Mシステム）との連係方法を確立するため、蓄電池設備によるフィールド実
証を通じ、系統用蓄電池による混雑緩和を実現するための基盤技術の確立を目指す。

➢ フィールド実証（2027～2028年度）の実施に向け、実証用C&Mシステムと蓄電池EMSの混雑緩和機
能の要件定義、および実証用の系統用蓄電池の設置工事を実施中（2026年度も継続対応）。

■今後の取り組み（実用化・事業化の見通し）
➢ フィールド実証を通じ、混雑緩和機能を有する蓄電池EMSの開発およびC&Mシステム改修に係るシステム
仕様を整理する。

日本の課題 論点

＜対価設計＞
系統混雑はノンファーム型電源の出力制御でも解消可能である中、蓄電池によ
る混雑解消への対価の必要性や費用負担のあり方を整理する必要がある。

蓄電池活用に対して対価を付与することについて、そ
の必要性および費用負担の考え方（誰が・どの便益
に基づき負担するか）をどのように整理すべきか。

＜応動確実性とセーフティネット設計＞
一送以外の第三者が保有する蓄電池が混雑緩和を担うにあたり、求められる応
動確実性や、不応動時のセーフティネットを含めた信頼性確保の仕組みを整備
する必要がある。

蓄電池に求める応動確実性の水準をどの程度とし、
不応動時に備えてどのようなセーフティネットを講じて
おくべきか。

＜マルチユース時の優先順位＞
蓄電池が市場収益最大化を前提に運用される中で、系統混雑緩和との両立
に向けた優先順位を検討する必要がある。

蓄電池が市場取引と系統混雑緩和の両方のユース
ケースに取り組む場合、ユースケース間の優先順位を
どのように設定すべきか。

＜蓄電池事業者による系統混雑予測＞
蓄電池事業者が得られる系統情報は限られるため、混雑予測を実施するハード
ルが高い可能性があり、その必要性や実現可能性について整理する必要がある。

蓄電池事業者に対して混雑予測の実施を求めるべ
きか、実現可能性があるか。

＜混雑緩和のリソースとなる蓄電池の確保方法＞
混雑緩和のための蓄電池を活用する場合、混雑が発生している系統の配下に
接続している蓄電池のみが活用可能であり、リソースが限定されることから、混雑
緩和のリソースとなる蓄電池の確保をどのように行うべきか整理する必要がある。

利用可能なリソースの制約等を踏まえ、相対契約と
市場調達のいずれの方式を採用することが適切か。

海外動向調査における混雑緩和の実現方法の論点
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